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総合的に学力の向上が
見られる状況にある。引
き続き、生徒が主体的に
学習に向かう授業づくりに
取り組み、教科で求めら
れている力を付けていっ
てほしい。

活用については、どの教
科でも見られるようになっ
てきている。効果的なタ
ブレットの使い方について
実施・検証し、よりよい授
業づくりを期待する。

・授業や学校行事等を通じて、生徒が
主体的に取り組む姿を増やし、活躍の
場や互いに支え合ったり認め合ったり
する活動を進めていく。

・地域に出ていく活動を通して、外部や
地域の方からも評価していただく機会
をつくり、生徒にフィードバックさせる。

・思考力・判断力・表現力を育むため
の資料の読み取りなど教科に特化した
力を伸ばす言語活動の充実の工夫と
定着のための課題設定を取り組む。

・生徒指導の４機能を意識した指導上
の工夫や教師の働きかけの具体をもっ
て授業を行い、評価基準をもとに生徒
の姿を通して授業を振り返り、授業改
善に引き続き取り組む。

・校内研修で一斉授業公開研究を位
置付け、課題を共有し、課題解決に向
けて各教科・チーム会において取り組
む。

③１人１台タブレット端末やデジタ
ルドリル等のデジタル教材を効果
的に活用した授業及び基礎学力
の定着を図る　【５教科年間２回以
上の利用、技能教科1回以上の利
用　100％】

③各学年タブレット端末などを利
用した学習を含めて、全体の学習
時間１時間以上の割合を50％以
上

③タブレット端末の活用では、校内研修を
位置づけ、どの教科においても活用が進ん
だ。

③帰り学習の時間の教科担任による指導、
ミライシードの活用を行い、個々の生徒の状
況を把握しながら、基礎学力の定着を図る
ことができた。

③全体の学習時間１時間以上の割合
51.9％

・タブレット端末を活用した授業を行え
ている。その活用が生徒にとって効果
的なものになっているかの検証・精査を
する。

・授業と家庭学習のシームレス化を図
り、家庭学習で取り組んだことを生かせ
る授業づくりを行う。

・誰もが安心して過ごせる学級づくりを
継続して行う。

・友達との関わりの機会を大切にした
り、別室登校をした際の時間割上に対
応教員の配置をし、丁寧に関わってい
く。

・校内支援員会に位置づけ、SC を交
えて支援方法等について協議するとと
もに、関係諸機関や家庭との連携を継
続して行っていく。

①各学力調査にお
いて全国平均に引き
上げる。

②研究授業や公開
授業において生徒指
導の４機能を活かし
た授業の視点で評
価しあえる。

③授業でのICT活用
の常時化（安全かつ
効果的に生徒が自
分の意志でタブレット
を活用）と家庭学習
との相互作用による
授業展開

④単元ごとの観点別
評価規準について生
徒が納得できるよう
に示せている。

知

授業の中で、生徒が生き
生きとした学習活動が見
られるようになもらいた
い。また、生徒が希望す
る進路実現ができるよう
に、学力の定着に引き続
き取り組んでもらいたい。

個に応じた対応がなされ
ている。校内支援会で
は、学校組織で関わって
いることを理解してもらう
とともに、組織的な連携を
保護者とも行っていくこと
も必要である。

④授業始まりに付けたい力を明確にし、評
価基準を生徒に示し、授業後の振り返りで
メタ認知を行えるよう、ICTを活用し、学びの
足跡の見える化に取り組んだ
(1)各教科の課題は知識定着に役立った。
　　肯定92.6％　否定7.4％
(2)授業で習ったことを活用し、意見交流や
表現活動に主体的に取り組めましたか。
　　肯定87％　否定13％

② 新規不登校０

②不登校４
　継続生徒３，新規１（継続）

・校内支援会で状況把握や支援のあり方に
ついて協議をし、個々の状況に合わせた対
応（別室登校等）を行っている。

・担任が中心となって家庭や関係機関とも
連携を取りながら、継続した支援を行って
いる。

①授業改善に取り組み、各学力調
査において県平均－３ポイント以
内

②バックワードデザインの単元構成
を行い、各観点の評価基準を生徒
と共有する

①３年全国学力調査(４月)
  全国平均 国：-５ポイント以上
　　　　　　　 数：-５ポイント以上
①１，２年県学力調査(１２月)
　県平均（１年）　　　　　　（２年）
　　　　国：-１ポイント以内  +４ポイント以上
　　　　社：+５ポイント以上　+５ポイント以上
　　　　数：+５ポイント以上　+５ポイント以上
　　　　理：+５ポイント以上　-５ポイント以下
　　　　英：+５ポイント以上　+５ポイント以上
 
②バックワードデザインの単元構成を行い、
各観点の評価基準を生徒と共有する
（1）単元の見通しをもって授業に参加をす
ることができた。
肯定　98.1％（強肯定68.2％）
（2）自分の考え・意見などを理由や根拠を
含めて伝えることができた。
肯定　94.7％以上（強肯定56.2％）

④学力向上実感の否定群を15％
以下にする

学校関係者評価(R６)
改善策等

達成状況　　 考察

香南市立夜須中学校  

経営理念

中期経営目標 短期経営目標（評価項目）

【教育目標】　人権を尊重し、郷土を愛し、自主的で社会性豊かな生徒を育成する      ～ やり抜く力の育成 ～

【研究主題】  主体的に考え、判断し、行動できる力の育成～生徒指導の４機能（自己存在感、共感的な人間関係、自己決定、安心・安全な風土）を生かして～
<めざす生徒像>　・自分の存在を大切にする生徒　　・支え合い認め合う生徒　　・気力に満ちた生徒
<めざす学校>　・生徒がいきいきと活動している学校　　・生きる力を育成する学校　　・地域に貢献できる学校
<めざす教職員像>　・教育に対する熱意と使命感を持つ教職員　　・子どもを信頼し、可能性を伸ばすことができる教職員　　・責任感や協調性を持ち、互いに高め合う教職員

学校外からの評価をもら
うことで、生徒が取り組ん
だことに達成感や充実感
をさらに高めることにつな
がると思うので、この取組
に期待しています。

③全ての教育活動において自己
有用感に基づく自尊感情を高める
・「自分には良いところがある」否定
的意見10％以下

③否定的評価
　R5:２０．８％　→　R6:１７．９％

・学級や縦割り班の中で生徒同士の認め合
いや行事等の実施後のありがとうメッセージ
などに取り組んできたことで、否定的評価の
割合が減少傾向にあるが、目標値に届か
なかった。

・生徒にとって学びに向かう課題設定
を行い、習得と活用のバランスを取っ
た授業実践をし、適用問題等で見取り
る。そして、教師の支援や手立てが適
切であったかの分析を行い、授業改善
に取り組む。

・生徒の学習状況をフィードバックし、メ
タ認知をさせることで、生徒が「分かっ
た」「できた」という実感が持たせ、学習
への意欲の向上を行う。

①暴力行為0
   いじめ継続の解消

①暴力行為１
　 いじめ認知　12月現在　８件
　　　うち解消に向けて取組　６件

・学校全体が落ち着いており、学年関係なく
縦割り班や地域会、行事等を通じて支え合
い認め合える雰囲気がある。

把握・対応がなされてお
り、未然防止の取組や事
後対応の両面での安心・
安全な学校を築いてもら
いたい。

・生徒同士が支え合い認め合えるよう
に人権教育や道徳教育、学級づくりに
力を入れていく。
・様々な問題が起こったときに、生徒自
身で解決していく力を育成する。

④⑤「考え議論する道徳」の授業
が行われている道徳
・「道徳の勉強は好き」否定的意見
15％以下
・「道徳の時間…よく考えている」否
定的意見10％以下

自己評価

④⑤道徳意識アンケート結果
・「道徳の勉強は好き」否定的意見
　　　R5:３１．３%　→　R6:１６．１％
・「道徳の時間・・良く考えている」否定的意
見
　　　R5：２１．６%　→　R6:７．１％

・年度当初に校内一斉研修で、道徳の指導
案づくりや公開授業を行い、生徒指導の視
点を取り入れた授業について研修したり、よ
り深く議論し考える授業づくりに取り組んで
きた。学年の教員が輪番制で授業を行い、
様々な教員が関わることで、道徳の授業が
工夫されている。

道徳の授業を全ての教
員が行っていることはすご
いことです。全校で取り組
めている大事な部分なの
で、より議論し考える道徳
の授業づくりに取り組んで
もらいたい。

・今後も道徳の授業づくりの研修を行
い、発問の仕方や指導方法について
指導書にとらわれない指導法について
学習するようにする。また教材について
も生徒の身近な話題を取り上げたりし
ながら、道徳の授業を楽しい、好きと思
える生徒を増やしていく。

徳

①暴力行為０

②新規不登校を出さ
ない

③「自分には良いと
ころがある」否定群
0%

④「道徳の勉強は好
き」否定群０%

⑤「道徳の時間・・良
く考えている」否定的
意見0%



評価 評価
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Ａ：十分満足 Ｂ：おおむね満足

Ｃ：もう少し努力すべき Ｄ：大いに努力が必要

⑤小中での教科以外の学習（総合
の時間、人権教育）の系統性のあ
るカリキュラムの作成

⑤園小中合同研修会年４回実施
（年３回の合同職員会と防災研修会１回）

・夜須校区で目指す子ども像の育成を意識
しながら各部会で話し合いをし、異校種で
の交流を見直し取組を行うことができた。
小学校高学年と中学校の連結部分に焦点
をおいての協議や研究ができた。
・今年度の取組をもとに、小中の系統性の
あるカリキュラムの作成には至らなかった。

小学校、中学校の取組が
バラバラな取り組みにな
らないように、9年間を通
じてどのような子どもに
育ってほしいのか共通認
識を持ちながら、系統性
のある教育を行っていっ
てほしい。

・合同避難訓練は、様々な想定をした
訓練を実施し、児童生徒が臨機応変
な避難ができるように取り組む。

・小中それぞれの取組が系統性をもっ
た計画や取組になっていくよう、年間指
導計画を見直し、再構築する。

改善策等
達成状況 考察

自己評価 学校関係者評価(Ｒ６)

目標数値を達成できてお
り評価できる。Ｄ層以下に
は運動の苦手な生徒もい
るので、運動に親しむとい
う生涯スポーツとしての視
点も考え、運動することが
楽しいと思う徒を増やし
てほしい。

・体力テストの結果のうち、全国の結果
と比べて下回っている種目について
は、授業の中でその種目に通ずるウ
オーミングアップを盛り込み、改善につ
なげる。

・体育の授業以外に体を動かす遊び等
を全くしない生徒が１１％いるため、全
校レクなどを実施したり、昼休みの体
育館解放で様々な運動に親しむ機会
を継続する。

・目標設定の数値目標を見直す。

・頑張りや努力している部分に焦点を
あてた声掛けや肯定的評価を行うな
ど、運動への苦手さを軽減させる取組
を行っていく。

①②企画委員会を実施し、３部会
や学年会と連携をし、学校の課題
解決向けてチーム学校としての組
織を強化する。

（　６０％～４０％　） （　４０％～　　　 ）

評価基準　 （　　　　 ～８０％　） （　８０％～６０％）

⑥繁忙期以外では、時間外月４５
時間以内及びワークバランスとの
健康保持

⑥時間外４５時間超
　　１学期２５％　→　２学期１２％

・年度当初は45時間を超える月もあった
が、時間外業務削減の意識とワークバラン
スを考え、時間外業務の削減となった。全
体の年間平均値として時間外４５時間を超
える状況ではない。

学校での働き方改革の取
組を進めていただくととも
に、教員が休みになると、
県下的に代替教員の配
置がない状況が見受けら
れるので、健康には十分
気を付けて業務にあたっ
てもらいたい。

・部活動等により時間外勤務者が固定
化されており、現状仕方ない部分もあ
るが、ワークバランスを促し、メンタルヘ
ルスケア及び健康維持に努める。

・生活調査を継続的に実施し、動向を
見とるとともに、朝食の大切さや体調と
の関連性について啓発していく。また、
欠食生徒については固定化されている
傾向があるため、食べない（食べれな
い）状況や原因を確認し、本人と面談
したり家庭に向けて面談等の機会に働
きかけていく。

１・2名で目標数値を達成
できなくなる設定なので
達成するのは難しい。大
部分の生徒が体育の授
業が楽しいと答えた肯定
的に捉えていることから、
評定Cではなく評定Ｂが適
切である。

②総合判定Ｄ層以下をＣ層にあげ
る。（総合評価Ｄ層以下　男子
22％以下、女子17％以下）

①規則正しい睡眠や食事など基
本的生活習慣を向上させる。（朝
食摂取率、毎日食べている。食べ
る日が多い85％）

①生活調査のアンケート結果
　朝食を「毎日食べている、食べる日が多
い」
　R5:83.6％　→　R6:92.4％

・食べている生徒がほとんどであるが、一部
の生徒については食べないことが習慣に
なっており、懸念される。

次年度の課題は「睡眠」
なので、生活習慣の改善
に取り組み、よりよい成長
へとつなげてほしい。

④指定事業アンケート結果
まわりの人の役に立っている（自己有用感）
肯定的評価　R5:71.7％　→　R6:83.9％
住んでいる地域のことに関心をもつ（地域）
肯定的評価　R5:81.5％　→　R6:87.5％

・小学校で学級会の力を付けてきたこと
が、中学校でも発揮され、教員も共通した
話題で協議ができ、学級会での話し合いの
質を高めている。
・指定事業の関連から特別活動の時間が
多くなり、次年度同じ時間数での持続可能
な取組が難しい。

③様々な状況の中でも、災害から
自らの命を守ことができる。

③避難場所への園小中の合同避難訓練
年３回実施（雨天のため１回は各校で実施）
火災訓練及びJアラートによる訓練の実施

・これまでの取組では、避難をすることに重
点を置いていたが、一定の訓練ができてい
ることもあり、今年度は避難後の命をつなぐ
ための取組を生徒中心で行い、地域に向
けての発信に取り組んだ。

合同訓練の定期的な実
施と、様々な状況を想定
した訓練の実施をお願い
したい。また、地域も巻き
込み、防災意識の向上に
も一役を担ってほしい。

・生徒も地域住民も津波避難後の命を
つなぐため、避難所生活を想定した情
報発信や防災学習で学んだことを行政
機関や地域住民を巻き込み、防災意
識を高める取組を継続していく。

・２次避難所は運動広場を想定してい
るが、３次避難所、４次避難所も想定
し、保護者への引き渡しについて、明
確にしておく。

②体力・運動能力等調査
　 総合評価Ｄ層以下
　   男子：１６％　　女子：１０％

・授業のオリエンテーションで、体力テストに
向けた話や昨年度の結果をもとに自己目
標を設定するなどして動機づけをしたり、授
業の導入で身体づくり運動を入れたりした
ことによる成果だと考えられる。今後は、課
題のあった項目に焦点化して取り組み、年
度末に再テストを実施する。
【課題】
　　共通：握力、長座前屈
　　女子：立ち幅跳び、ハンドボール投げ

①②企画委員会が定期的に実施され、協
議を行うことができた。３部会の連携をとる
ため、研究推進会が設定できなかったこと
で、各部会での動きを共有しつつ、様々な
視点からの意見の取入れが不十分だった。

学校組織運営の重要な
要として、様々な教育課
題解決に向けて取り組ん
でほしい。

・校内の研究主題を組織的に進めるた
めの研究推進体制が必要であるが、
研究推進会を実施するにあっては、新
たに会議設定すると、教員の業務負担
が懸念されるため、他の会議との調整
や精査する。

③授業力向上を図り、運動好きな
生徒を育てる。（体育の授業は楽
しくない
男子5％以下、女子5％以下）

③生徒による授業評価
　男子１０％　　女子７％

・授業改善や振り返りの工夫をするなどして
取り組んだが、達成に至らなかった。各クラ
スで「楽しくない。」と回答した生徒が１～２
名で目標値の５％を超えてしまい、達成で
きていないとなる。

④生徒自身が生活習慣の見直し
につなげることができる
（メディア時間調査後、時間削減）

①朝食摂取率の向
上
　毎日食べている又
は食べる日が多い
　90%以上

②総合評価で総合
判定D層の割合減少
 　男子15%以下
　 女子15%以下

③体育の授業は楽し
くない
 　男女とも０%

短期経営目標（評価項目）

・睡眠とメディアとの関連性の影響が大
きく、ふれあいカードの取組により、家
庭でメディア使用のルール作りの取組
を行う。

・生徒対象に健やかな成長に欠かせな
い「睡眠」の重要性について、年度初
めに専門講師を招いた学習を生徒及
びPTA研修に位置付けて実施する。

睡眠不足から日々の生活
に大きな影響を与えるこ
とから、睡眠の重要性や
啓発をして、生活習慣の
改善につなげてほしい。

・特別活動を重点の一つとして、特別
活動や総合的な学習の時間等との関
連性をもたせ、持続可能な計画を作成
していく必要がある。

・教員主導から、子どもに任せる部分を
増やし、子どもの主体性のある活動と
し、学級→学校→地域へ系統性をもっ
て広げられるように、社会参画の活動
に取り組んでいく。

2年間の指定事業の取組
から、発表会を見せても
らい、生徒の姿から大き
な成長を感じました。指
定事業が終わりますが、
引き続き小中が連携して
特別活動の充実を図って
いってほしい。

④生活調査アンケート結果
　ゲームをする時間２時間以上　１４．１％
　LINE等する時間２時間以上　　２７．４％
　就寝する時間１１時以降　　　　３６．８％

・１１時３０分より遅く寝る生徒は、勉強してい
る４５％、ゲームをする４５％となっており、朝
起きた時に「すっきりおきられていない・起
きられない」２４．５％となっており、必要な睡
眠時間が十分にとれていない。

①部会を中心とした
ボトムアップによる学
校運営に参加する体
制が整えられてい
る。

②企画委員会を時
間割に位置づけ、学
校の課題や改善す
べき状況を捉え、職
員会議等で適切な
提案・運営がされて
いる。

③地域・保護者との
防災学習や避難訓
練が実施でき、危機
意識が高められてい
る。保護者と生徒の
間で休日や夜間の
避難後に合流する場
所を決めている。

④県指定事業「社会
に開かれた生徒指
導実践研究事業」で
の取組・実践により、
継続的な取組とな
り、生徒の地域貢献
への意識改革が進ん
でいる。

⑤こども園小中連携
で総合の時間、特別
活動、人権教育で15
年間の系統性のある
連携した指導が推進
されている。

⑥メンタルヘルスを
意識した分掌業務負
担軽減とワークバラ
ンスとの健康保持が
されている。

中期経営目標

横
　
断

体

④特別活動の全体計画や構想を
見なおし、取り組みを通して地域
や実社会での自主的な実践に繋
げる


